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／
／
川一

／
／
広一

／
／
川

／
ム
川

／
／

議
一圃

一
総

務

教

育

委

員

会

一・
国
一
付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、

一圃
園
田
一
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
、
ゑ
認
す
べ

一圃
園
田
一
な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
に
お
い

一園
田
一
て
、
次
の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

一圃
園
田
一
1

小
学
校
の
統
合
問
題
に
つ
い

一園
田
一
て
は
、
住
民
の
理
解
と
協
力
が
な
け

一園
田
一
児
童
数
の
減
少
に
伴
う
教
育
効
果
の

一圃
園
田
一
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
各
小
学
校
の

一

．．
 一校
舎
が
著
し
く
老
朽
化
し
て
い
る
た

一圃
・
一
め
、
危
険
箇
所
が
随
所
で
見
受
け
ら

－
－
一

と
も
に
、
修
繕
資
も
さ
手
ま
す

一・
圃
一
動
を
展
開
さ
れ
た
い
。

一国

一
産

業

建

般

委

員

会

一園
園
田
一

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、

一圃
園
田
一
れ
原
案
の
と
お
り
、
可
決
・
本
認
す

一・
国
一
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

一－

E
一

な
お
、
議
案
審
査
の
過
紅
に
お
い

一－

E一
て
、
次
の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

一園
田
一
1

道
路
の
消
雪
装
澄
の
設
澄
に
あ

一園
田
一
調
査
・
検
討
し
、
設
置
要
望
に
早
急

一国
国
一
に
対
応
さ
れ
た
い
。

一－

E
一
2

国
道
8
号
線
か
ら
国
鉄
ま
で
の

一国
固
一
日
東
紡
績
東
側
を
開
発
促
進
さ
れ
た

一園
田
一
朝
日
町
の
特
産
物
と
し
て
、

一・

E
口
附
自
の
開
発
並
び
に
生
産
者
の
育
成

一圃
園
田
一
4

械
山
公
闘
紛
怖
か
ら
国
民
休
養
地

一・

E
一
の
上
ノ
山
ま
で
の
管
理
道
路
を
怒
備

量
一
代
表
・
一
般
質
問
の
中
か
ら

＼

W
一
部
計
街
路
の
年
一
室
町
田
一

＼
＼
＼

ト
A
F

「
I
l
l
1
11
li
l
l
l
i－
－
ー
ー
ー
」

＼＼
机
「
川
医
鷹
市
内

＼ム
1
聞
に
江
川
同
日
開

＼＼
お
問
い
け
汁
1
1
i
4
Y

E
昨
日
間

昭
和
印
年
度

般
会
計
予
算
な
ど
お
議
案
を
可
決
・
承
認

一
一
制
老
人
ホ
ー
ム
の
用
地
取
得
費
と
造
成
費
を
予
算
化

昭
和

ω年
第
2
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
（

3
月
〉
よ
り

昭
和

ω年
第
2
回
朝
日
町
趨
会
定
例
会
は
、
会
期
を
3

月
8
白
か
ら
お
日
ま
で
の
旬
日
間
と
し
て
開
会
し
、
本
会

．
並
び
に
各
常
任
・
特
別
蚕
員
会
で
慎
重
に
書
・
さ
れ
、

昭
和
的
年
度
の
一
一
般

・
特
別
・
事
績
の
当
初
予
算
及
び

朝
日
町
税
条
例
の
一
部
改
正
怠
ど
、
お
睡
眠
案
ガ
原
案
の
と

お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
定
。

ぎ
た
、
調
願
4
件
、
陳
情
4
件
に
つ
い
て
も
、
慎
重

c

a－
－
さ
れ
定
結
果
、
探
択
8
件
の
決
定
ガ
さ
れ
ま
し
た
。

常
任． 
特
別
委
員
長
報
告

地
大
す
る
傾
向
に
あ
る
実
態
を
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
た

2

ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ア
ピ

ー
ル
浴
移
転
に
つ
い
て
は
、
新
庁
舎

敷
地
に
移
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
宣
伝
効
果
を
十
分
に
配
慮
し

て
設
置
さ
れ
た
い
。

3

町
制
仕
犯
行
犯
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
．
朝
日
町
の
聴
史
・
文

化
・
自
然
の
変
還
を
載
せ
た
立
派
な

町
誌
を
発
刊
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

中
に
錯
誤
筒
所
が
見
受
け
ら
れ
る
の

で
、
正
誤
表
に
よ
る
追
録
の
発
行
を

し
、
国
民
休
養
地
の
利
用
拡
大
を
図

ら
れ
た
い
。

務
願
の

「舟
川
新
地
内
の
町
道
新

設
に
つ
い
て
」
並
び
に
「
町
道
泊
・

首
平
野
線
消
雪
装
置
の
設
置
に
つ
い
て
」

及
び
「
消
雪
装
置
の
設
置
に
つ
い
て
」

の
3
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
願
意
妥
当
と

認
め
、
日
休
択
と
決
し
た
宵
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

新
庁
舎
建
般
調
査

特

別

委

員

会

は
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議

会
か
ら
付
託
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
同

じ
主
旨
内
容
の
陳
情
3
件

「新
庁
令

建
設
の
入
札
に
つ
い
て
」
は
、
そ
れ

ぞ
れ
願
意
妥
当
と
認
め
、
係
択
に
す

べ
き
も
の
と
決
し
た
旨
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

路
の
繁
備
充
実
が
最
重
要
施
策
で
あ

り
、
治
病
院
前
か
ら
丸
川
病
院
前
ま

で
の
艶
備
が
い
つ
ご
ろ
ま
で
に
な
さ

れ
る
の
か
、
そ
の
年
次
計
画
を
具
体

的
に
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

泊
・
桜
町
線
立
体
交
差
部

答
弁

の
卒
業
着
手
に
つ
い
て
は

か
ね
て
か
ら
国
・
県
を
は
じ
め
関
係

機
関
に
強
〈
働
き
か
け
て
き
た
と
こ

ろ
、
幸
い
に
も
昭
初
日
年
度
に
国
の

妹
択
を
仰
向
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

日
年
度
の
事
業
資
は
l
、
5
0
0
万

円
で
、
各
Mm
測
量
、
地
質
調
企
及
び

前
向
き
に
検
討
さ
れ
た
い
。

4

広
報
「
あ
さ
ひ
」
の
紙
上
に
、

行
政
上
の
問
題
点
に
対
す
る
町
長
の

考
え
方
を
、
住
民
の
方
々
に
周
知
す

る
よ
う
な
広
報
の
効
率
的
な
活
用

に
つ
い
て
、
前
向
き
に
検
討
さ
れ
た

請
願
の
「
山
崎
診
療
所
に
つ
い
て
」

及
び
陳
情
の
「
室
内
ゲ
l
ト
ポ

i
ル

の
地
設
、
設
備
に
つ
い
て
」
は
、
そ

れ
ぞ
れ
願
意
妥
当
と
認
め
ほ
択
と
決

し
ま
し
た
が
、
請
願
の

「
山
崎
診
療

所
に
つ
い
て
」
は
、
よ
り
良
い
通
地

を
求
め
ら
れ
た
い
と
の
要
望
一意
見
を

付
し
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

に
伴
う
社
会
福
祉
協
議
会
の
積
立
金

充
当
問
題
は
、
将
来
的
な
こ
と
等
を

勘
案
し
、
年
次
計
画
を
樹
立
し
な
が

ら
積
立
金
返
済
に
鋭
意
努
力
さ
れ
た

－v
 
3

特
別
養
議
老
人
ホ

l
ム
・
大
・家

庄
保
育
所
等
の
公
共
事
業
に
対
す
る

設
計
委
託
や
工
事
請
負
の
入
札
の
際

に
、
地
元
業
者
優
先
の
基
本
姿
勢
を

守
る
こ
と
が
地
元
業
者
に
潤
い
と
活

力
を
与
え
、
ひ
い
て
は
「
活
気
に
満

ち
た
町
づ
く
り
」
の
一
翼
を
銀
う
ニ

と
に
も
な
る
の
で
、
公
共
事
業
の
入

札
に
は
、
地
元
業
者
優
先
の
立
場
を

慢
出
向
さ
れ
た
い
。

4

し
尿
処
理
的
料
金
問
題
は
、
中

部
消
鰍
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
距
離
的
な

諸
経
費
、
隣
町
の
動
向
及
び
過
去
の

経
緯
等
を
勘
案
し
、
料
金
の
適
正
化

を
図
ら
れ
た
い
。

5

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正

に
あ
た
り
、

一
般
会
計
か
・
』
り
の
繰
り

出
し
金
に
も
、
税
率
抑
制
に
向
け
た

最
大
限
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
お
り
、

評
価
い
た
し
ま
す
が
、
彼
保
険
者
に

過
重
な
負
担
を
強
い
な
い
よ
う
、
悶

庫
補
助
の
削
減
化
反
対
に
向
け
、
町

村
会
等
を
通
じ
な
が
ら
全
国
的
な
選

5
名
も
減
少
し
て
お
リ
ま
す
。

ま
た
、
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
昭

和
日
年
の
月
平
均
と
回
年
の
月
平
均

を
比
較
い
た
し
ま
す
と
、

3
倍
に
も

な
っ
て
お
り
ま
す
。

補
助
金
あ
引
き
下
げ
な
ど
厳
し
い

財
政
環
岐
下
に
お
い
て
、
住
民
の
方

々
の
過
軍
負
抑
い
に
な
ら
な
い
よ
う
な

財
源
地
M

置
を
考
え
て
お
ら
れ
な
い
か
、

お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

保
育
所
の
闘
児
は
、
毎
年

答
弁

減
少
し
、
保
育
所
の
運
営
は
非

常
に
厳
し
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

特
に
印
年
度
か
ら
国
の
伐
債
費
負

畑
山
金
が
叩
仁
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
に

伴
い
、
閣
の
負
仰
い
割
合
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ω年
度
の
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

国
の
徴
収
基
態
を
参
考
と
し
、
前
年

度
と
同
水
維
の
負
畑
山
に
と
ど
め
る
よ

う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

宅

造

地

成

6
5
6
 

－
議
会
だ
よ
り
＠

可
決
さ
れ
た
も
の

マ
昭
和
印
年
度
予
算

－
朝
日
町
一
般
会
計
予
算

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

・
朝
日
町
在
人
保
健
医
療
事
業
特
別

会
計
予
算

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
地
設

笹
川
診
療
所
特
別
会
計
予
算

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
予
算

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

境
診
療
所
特
別
会
計
予
算

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

山
崎
診
療
所
特
別
会
計
予
算

－
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算

・
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
周
水
特
別

会
計
予
算

－
朝
B
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会
計

予
算

・
朝
日
町
保
健
文
化
貨
基
金
特
別
会

計
予
算

－
朝
日
町
立
治
病
院
事
業
会
計
予
算

マ
条
例
こ
舘
改
正
）

－
朝
日
町
職
員
定
数
条
例

－
朝
日
町
各
種
委
員
会
委
員
等
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

－
朝
日
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の

給
料
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅
費
支

給
条
例

－
朝
臼
町
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例

・
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
基
金
条
例

・
朝
日
町
税
条
例

－
朝
日
町
特
別
会
計
に
関
す
る
条
例

環

境

厚

生

委

員

会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
、
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次
の

要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

－

大
家
庄
保
育
所
の
新
築
に
伴
う

似
育
所
の
統
腐
合
問
題
に
つ
い
て
、

地
級
住
民
と
十
分
協
議
し
、
遺
漏
の

な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
わ
れ
た

2 

特
別
養
議
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設

桜
町
地
内
で
加
数
戸
分

人
口
減
少
傾
向
が
顕
箸
に

表
わ
れ
て
い
る
現
状
の
中
で
、

泊
2
区
地
内
で
は
、
昭
和
犯
年
と
日
初

年
を
比
較
い
た
し
ま
す
と
、

3
8
7

世
帯
、

l
、
0
5
3
人
が
地
加
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
西
町
、
松
涛
町
、

若
草
町
、
中
草
野
等
の
住
毛
施
策
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
か
ん
が
み
、

人
口
減
少
の
街
止
め
施
策
と
し
て
、

阪
町
地
内
に
～
宅
地
造
成
さ
れ
る
と
の

質
問

－
朝
日
町
立
泊
病
院
公
会
貸
付
条
例

マ
昭
和
日
年
度
情
正
予
算

－
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

8
号）

・
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
4
号）

マ
そ
の
他

－
不
動
産
め
取
得
に
関
す
る
件

マ
値
幅
員
銀
出
繊
案

－
公
共
事
業
な
ど
国
庫
補
助
、
負
初
一

割
合
の
引
き
下
げ
に
よ
る
地
方
へ

の
負
相
転
嫁
に
閲
す
る
意
見
書

－
医
療
保
健
制
度
と
国
民
健
康
保
険

事
業
に
関
す
る
意
見
書

承
認
さ
れ
た
も
の

－
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
に
よ
る

専
決
処
分
の
件

。
昭
和
臼
年
度
朝
日
町

一
般
会
計

出
補
正
予
算
（
第
7
号
）

請
願
・
陳
情

採
択
に
な
っ
た
も
の

・
舟
川
新
地
内
の
町
道
新
設
に
つ
い

て
・
町
道
泊
－
t
与
野
線
消
雪
装
置
の
設

置
に
つ
い
て

・
山
崎
診
療
所
に
つ
い
て

－
消
雪
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

－
室
内
ゲ

l
ト
ポ
l
ル
施
設
、
設
備

に
つ
い
て

・
新
庁
舎
建
設
の
入
札
に
つ
い
て

（

3
件
）

.現在の立体受整部

国
鉄
交
差
部
の
設
計
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
新
年
度
は
、
卒
業
費
9
、

0
0
0
万
同
で
、
全
体
笑
地
計
画
の

策
定
、
凶
欽
と
の
実
施
協
定
の
締
結

及
び
道
路
用
地
の
取
得
に
着
手
し
た

い
と
考
え
て
お
リ
ま
す
。

な
お
、
本

φ
業
は
、
総
延
長
3

5

3
U
、
総
卒
業
貸
約
日
億
円
と
い
う

膨
大
な
も
の
て
、
通
常
の
ぺ
｜
ス
で

は
完
成
ま
で
に
凶
年
以
上
の
期
間
を

要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早

期
完
成
の
た
め
、

向

・
県
等
関
係
機

関
に
対
し
、
強
く
働
き
か
け
、
昭
和

白
年
度
の

一
部
供
用
開
始
を
目
指
し
、

最
大
限
の
努
力
を
し
た
い
と
考
え
て

わ
ね
り
ま
す
。

保

宵

料

前
年
度
同
水
準
に
努
力

当
町
の
保
育
人
員
は
、
保

育
対
象
者
の
減
少
と
保
育
尽

同
仰
の
巡
れ
か
ら
年
々
減
少
し
、
昭
和

引
年
の
保
育
所
附
置
児
家
数
9
6
0

名
が
、
日
年
で
は
7
4
5
名
に
2

1

質
問

－
昭
和
印
年

5
月
号
＠



一－
－
て
」
と
で
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
実

一・
・
一
施
計
画
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

一－
－
一

祈
平
支
こ
お
、
日
4
4

＼
川
町
池

／
／

一・

一
答

弁

仁

U
L
－
－

／
ム
・
・
一

宅
地
造
成
を
計
百
聞
し
て

／

d
お
り
、
具
体
的
に
申
し
幸
子
’
と
、
以
町
地

／
／
ケ

内
の
都
市
計
画
道
路
泊
・
似
町
線
沿
い

／
／
／

よ

で
、
敷
地
由
績
が
約
9
、
0
0
0平
万

／
／

f

m
数
戸
の
中
隊
町
団
地
（
仮
称
）

／

／

川

の
宅
地
造
成
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

／
／
／

A
SA
 

／
／

議

土
石
流
防
止
工
事
を

先
ご
ろ
、
隣
り
の
新
潟
県

背
海
町
五
の
木
地
内
で
発
生

し
た
災
害
に
よ
っ
て
、
多
数
の
方
々

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
当
町
も
大

半
が
急
傾
斜
の
山
々
に
凶
ま
れ
て
お

り
、
昭
和
制
年
に
は
大
き
な
災
害
を

受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
リ
ま
す
。

町
民
の
A
叩
を
｛
寸
る
と
い
う
こ
と
は

一
一
刻
も
綿
子
で
き
な
い
問
題
で
あ
り．

当
町
に
お
け
る
地
す
べ
り
等
の
危
険

簡
所
の
っ
ち
、
特
に
緊
急
情
置
を
要

す
る
箇
所
は
、
ど
こ
で
、
何
筒
引
所
あ

っ
て
、
町
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
．

国

・
県
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
形
で

要
望
さ
れ
た
の
か
。

さ
ら
に
初
日
町

の
地
質
は

一
・
泌
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
当
該
危
険
筒
所
の
地
質
偽
造

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

昨
年
の

4
月
l
日
現
古
代
で
、

答

弁

当
町
に
お
け
る
急
傾
斜
地
の

危
険
筒
所
は
大
平
は
か

M
筒
所
、
地

か
し
、
近
年
は
多
く
の
理
由
に
よ
っ

て
減
収
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
．

最
近
は
、
「帰
る
漁
業
か
ら
育
て
る
漁

業
」
に
移
行
し
た
こ
と
は
、
ご
ゑ
知

の
と
お
り
で
あ
り
．
県
で
は
、
県
沿

燦
漁
業
保
興
公
祉
を
設
立
し
、
昨
年

か
ら

5
か
年
計
画
を
立
て
て
栽
崎
漁

業
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

当
町
で
も
、
水
産
業
娠
興
施
策
を

充
実
す
る
こ
と
が
松
も
肘
婆
な
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
近
年
に
お

け
る
魚
介
似
の
水
似
高
や
養
殖
漁
業

の
成
果
を
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
の
か
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

近
年
の
当
町
に
お
け
る
魚

答

弁

介
類
の
水
搬
す
い
は
、
年
間
約
6

億
円
程
度
て
、
昭
和
問
年
の
漁
後
量
は
、

総
水
偽
最
8
4
2
J
で
あ
り
ま
す
。

最
年

5
か
年
の
推
移
を
み
る
と
、

日
年
は
日
本
海
の
異
常
低
水
池
に
よ

す
ベ
リ
危
険
筒
所
は
笹
川
は
か
日
間

所
、
土
石
流
危
険
渓
流
は
境
川
水
上

谷
は
か
お
前
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
月
日
臼
の
五

の
・
木
地
内
の
地
す

べ
り
災
害
を
踏
ま
え
、
翌
日
日
に
は
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と
と
も
に

円
日

・
初
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
県

土
木
事
務
所
と
共
同
で
急
傾
斜
地
危

険
筒
所
の
現
地
調
盗
を
い
た
し
ま
し

た
が
、
異
常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
、

雪
解
け
を
待
っ
て
、
再
度

調
資
す
る
こ
と
に
し
て
わ
ね
り
ま
す
。

な
お
、
急
傾
斜
地
危
険
箇
所
の
う

ち
、
区
域
街
定
さ
れ
て
い
な
い
お
ヵ

所
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
対
策
事
業

を
実
施
で
き
る
よ
う
、
関
係
町
内
会

に
対
し
、
指
定
の
同
意
を
求
め
て
い

る
と
こ
入
，
で
あ
り
ま
す
。

現
夜
、
山
町
て
胞
工
し
て
い
ま
す
笹

川
地
区
急
傾
斜
地
対
策
事
業
を
は
じ

め
、
岩
崎
は
か

2
ヵ
所
の
地
す
べ
り

対
策
工
事
の
早
期
完
成
を
県
に
要
望

し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
土
石
流
防

止
の
た
め
、
砂
防
ギ
業
と
し
て
、
相火

花
地
工
中

の
筑
一戸
谷
ほ
か

7
ヵ
所
、

新
線
系
業
と
し
て
唐
津
谷
は
か

3
ヵ

所
の
着
工
を
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
朝
日
町
の
地
質
は
、

五
の

木
と
同
様
に
泥
岩
が
多
く
、
比
較
的

治
り
や
す
い
地
層
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

情

報

公

開

制

度

mw
年
度
に
実
施

質
問

行
政
の
情
報
公
開
制
度
は

り
、
ブ
リ
類
が
大
幅
減
収
と
な
っ
た

も
の
の
、
市
T
的
し
た
水
妨
げ
が
あ
り

ま
す
。
次
に
、
養
殖
漁
業
の
成
果
で
あ
り

ま
す
が
、
昭
和
叫
年
か
ら
放
流
事
業

を
行
っ
て
い
る
ク
ル
マ
エ
ビ
に
つ
い

て
は
、
収
量
に
多
少
の
バ
ラ
ツ
キ
が

あ
る
も
の
の
、
そ
れ
な
り
の
成
田
木
が

あ
が
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
富
山

県
沿
熔
漁
業
振
興
公
社
に
よ
る
第

2

裁
縫
漁
業
セ
ン
タ
ー
で
の
技
術
開
発
、

ふ
化
、
中
間
育
成
な
ど
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
朝
日
町
沿
岸
に
過
し
た
栽

府
漁
業
に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

上

水

道

針

薗

新
総
合
計
画
に
組
み
入
れ

質
問

現
在

当
町
に
お
け
る
生

時
代
の
要
請
で
も
あ
り
、
出
町
も
情

報
公
開
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
県
下
の
市
町
村

の
中
で
も
、
実
地
年
度
の
目
棋
を
設

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

当
町
に
お

い
て
も
情
報
公
開
制
度

の
符
入
を
考
え
て
お
ら
れ
る
か
、
導

入
す
る
と
す
れ
ば
何
年
度
に
実
施
さ

れ
る
お
考
え
な
の
か
、
お
聞
か
せ
噺

い
ま
す
。
情
報
公
開
制
度
の
導
入
問

題
は
、
か
ね
て
か
ら
出
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、

新
庁
4
・刊の

完
成
を
機
に
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
実
施
す
る
よ
う
所
裂
の
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
申
し
ま
す
と
、
昭
和

ω

年
度
で
文
住
目
録
の
弘
前
一
し
、
引
年

か
ら
位
年
に
か
け
ま
し
て
、
文
書
フ

ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
持
入
と
保

存
文
魯
の
桜
療
を
行
い
、
庁
内
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
け
、
悩
報

公
開
を
遅
く
と
も
日
年
度
に
実
地
し

た
い
と
い
う
目
的
を
ぬ
げ
、
鋭
立
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

答
弁動

労

生

産

学

習

サ
ツ
マ
イ
モ
等
の
栽
培

学
校
教
育
の

一
環
と
し
て
、

勤
労
生
産
苧
刊
討
を
充
尖
す
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
ト
骨
ヴ
な
勤
労

生
産
川
町
イ
間
を
取
り
入
れ
て
お
ら
れ
る

の
か
具
体
的
に
お
聞
か
せ
馴
い
ま
す
。

勤
労
生
産
学
併
の
ね
ら
い

は、

k
r
物
を
作
り
育
て
る
と

質
問

答
弁

的
飲
料
水
は
、

1
0

0
仁
地
下
水

に
依
存
し
て
い
る
現
状
で
あ
リ
ま

す
。そ
の
？
え
、
消
雪
装
置
の
設
置
な

ど
に
よ
り
、
地
下
水
へ
の
依
存
度
は
、

地
加
す
る
一
方
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
路
ま
え
、
地
下

水
の
枯
渇
と
い
う
不
測
の
挙
態
に
備

え
、
早
急
に
上
水
道
の
建
設
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
が
肝
要
て
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

そ
の
点
に
つ
い
て
、
々
、
え
を
お
聞

か
せ
願
い
ま
す
。

当
町
に
お
け
る
飲
料
水
は
、

答

弁

人
口
の
約
河
川わ
が
簡
易
水
道

又
は
、
共
同
水
道
で
ま
か
な
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

上
水
道
の
必
要
性
は
十
分
に
玖
知

し
て
お
り
、
日
年
か
ら
の
朝
日
町
新

総
合
計
画
の
中
に
組
み
入
れ
、
前
向

き
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

戸
円
』

・．

え

b

．aな
－

徹

氏

w

－－川

図

．一一

ik
・

P

4

る

」
」
A
e

診
I

．m

自民
，

－－
F
れ

泊

自

制

’

k
J
N
E
わ

，F
，
F
a

調
恥
，

行

前

Jh
f

’F
園
内

司
戸・

a
a
E

由
民
ぃ比

率
，
E

大

J
K＼

烹
句

d
a

い
う
体
験
を
通
し
て
、
仕
事
の
朱
し

さ
や
収
師恨
の
忍
び
、
満
足
感
を
味
わ

せ
る
ニ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
仕
事

の
意
義
や
賀
仔
を
自
覚
さ
せ
、
進
ん

で
入
の
た
め
に
力
を
尽
く
す
こ
と
の

で
き
る
子
供
を
育
て
る
ニ
と
で
あ
り

ま
す
。
小
学
校
で
は
、
大
家
陀
小
川
子
校
を

例
に
ゆ
し
ま
す
と
、

－
年

・
2
年
は

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
、

3
年
・

4
年
は

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
、

5
年

・
6
年
は
米

や
大
一弘
な
ど
を
救
ほ
し
、
他
の
学
校

で
も
、
米
や
サ
ツ
マ
イ
モ
世
帯
，
を
抜
出

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
で

は
、
モ
チ
米
を
生
産
し
、
学
年
別
に

聞
の
布
拾
い
、
問
の
草
取
リ
、
聞
は
帆
、

稲
刈
り
な
ど
、
分
川
刊
を
決
め
て
小
判

し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
秋
に
は
、

収
峻
祭
、
体
験
発
表
会
、
試
食
会
な

ど
、
楽
し
い
行
系
を
行
い
、
収
制
恨
の

喜
び
か
ら
働
〈
、
』
と
の
大
切
さ
を
修

得
す
る
よ
う
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

痴
呆
性
老
人
対
策

訪
問
指
導
等
の
充
実

質
問

当
聞
に
お
け
る
痴
呆
性
主

人
の
笑
態
を
ど
の
よ
う
に
把

－
議
会
だ
よ
り
＠

駁
し
て
お
ら
れ
る
の
か
。

ま
た
、
制
度
上
、

一
地
方
向
治
体

で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ト
仕
宅
街
扶
掛
川
左
人
や
家

族
に
対
し
、
善
後
策
を
講
じ
る
お
々

え
が
な
い
か
、
お
・
作
ね
い
た
し
ま
す
ω

術
H
木
作
在
人
問
題
に
つ
き

答

弁

ま
し
て
は
、
白
川
船
者
人

U
の

多
い
当
町
に
と
「
て
大
き
な
問
題
て

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
実
態
犯
山
内
に

つ

い
て
は
、

プ
ラ
イ
パ
ン
ー
の
問
題
や

痴
呆
性
の
判
断
法
泳
の
附
鰍
刊
浮
か

・
旬
、
実
態
を
把
似
し
に
く
い
の
が
実

情
で
あ
リ
ま
す
ν

こ
れ
ら
術
u木
性
主
人
を
抱
え
る
家

庭
に
対
し
て
は
、
保
健
所
と
町
が
似
品

衝
る
巡
燃
の
も
と
に
訪
問
指
呼
を
行

う
と
と
も
に
、
川
下
．
…
部
保
健
所
で
も
毎

月

2
M在
人
精
神
衛
生
相
談
日
を
設

定
し
、
痴
呆
性
左
人
の
家
庭
に
付
し

て
、八川議叫中ず
の
桁
仰
を
行
勺
て
い
ま
す
。

町
で
も
今
後
一
訪
問
指
み
の
附
加
に

努
め
る
と
と
も
に
、
特
別
養
満
州

ε人

ホ
ー
ム
に
術
呆
在
人
出
中
川
肘
本
を
設

問
し
た
い

と
巧
え
て
お
り
ま
す
u

水

産

業

の

娠

興

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
に
期
待

水
鼎
開
業
の
似
飢
ハ
の
た
め
に

日
万
円
で
ク
ル
マ
エ

ビ
を
版

流
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
初
年
1
初

年
前
ま
で
、
我
が
町
で
も
涜
沿
岸

か
ら
亦
川
治
伴
ま
で
の
灰
間
は
、
小

規
院
な
設
備
に
よ
っ
て
多
く
の
魚
日
（

似
を
水
似
げ
し
て
お
リ
ま
し
た
り
し

質
問

商
工
会
が
行
う

一
般
的
な
活
動
中
業

補
助
等
を
継
続
し
、
さ
ら
に
融
資
資

金
附
託
の
酬
明
制
を
図
る
と
と
も
に
、

今
後
と
も
有
利
な
倣
資
制
度
の
拡
充

と
活
問
の
推
進
に
努
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
都
市
計
画
事
業
を
は
じ
め

と
す
る
環
境
整
備
事
業
及
び
商
店
街

の
活
力
化
を
図
る
な
ど
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
向
け
て
、
積
極
的
に
取

り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

.本町商店街

商
工
業
の
融
資
制
度

今
後

も

拡

充

商
工
業
者
は
、
厳
し
い
経

済
原
境
の
中
で
一

生
懸
命
や

っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
設
備
の
近
代
化

や
合
理
化
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
存
業
者
育
成
の
た
め
、

小
口
事
業
の

一
時
金
融
資
に
つ
い
て

も
、
ー
、
0
0
0万
円
程
度
の
枠
を
拡

げ
る
こ
と
も
商
工
業
保
興
の

一
僚
と

し
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

そ
の
点
、
ど
の
よ
・7
に
考
え
て
お

ら
れ
る
の
か
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
の

答

弁

一
応
と
し
て
、
商
工
業
育
成

の
た
め
、
商
工
会
館
建
設
事
業
の
助

成
、
経
営
及
び
技
術
の
改
善
進
展
の

た
め
の
経
営
改
善
普
及
事
業
並
び
に

質
問

『岨凶・ー

企編集餐員会に集まった仲間たち

藤塚11日会（第12代会長 稲坦敏雄）と

いうグループは，郷土のルーツを探究する

とともに．その時代の姿を記録し．後世に

伝えようと，今年の3月 「藤塚今昔J とい

う本にまとめ発行しました。

1 1日会は＇48年12月”しめ縄ぬい”を基

点として発足。毎月の11日を定例会として

いるため．この名古ijが付けられたもので＼

スポーツ，文化など諸活動に傾極的に取り

車且んでいます。

会員Ii，現夜20店長から40歳までの20名で

桃成されています。

さて，r ~暴走涙今昔J の編集に 当た っ ては．

58年から約 l年聞の慾備期間を総て＇ 59年

l月に＇ I l日会より歴史編集部（;f;TI:t！！敏雄，

山岡修一，森岡昭弘．藤沢義弘．水島勝手IJ,

h居川孝一、杉本元之の7名）を選し．全戸

数 （51戸）を対象に 「伝説．普のi笹びゃ思

いl札方言．留tft.写真J 等のアンケート

を笑施調査しました。11日会OB はもち

ろんのこと．町内会 ｛会長 森閏慶久）

の協力体制のもと．各長老からも取材する

など．各自の足で集めた資料も数多く．仕

事を終えた後，毎夜のように公民館で編集ー

し， B 5判. 96ページの本にまとめました。

内容は，村の起源と変遷，町内の概要，

神明社．寺院，思いけ1.伝説．産業．教育

等12!i'f.からなります。特に34年の野中村の

一部分離騒動などは詳細に記述され．興味

深いものとなっています。

この 「藤塚今昔」を読んでみたいと思わ

れる方Ii，販売しておりますので．朝日町

藤塚綴沢義弘 （官邸ー0003）にご一報を。

－
昭
和
印
年

5
月
号
＠FO

R．u
づ
f
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3月30日午

前10時から．

役場新庁舎，建

設の地鎮祭が

行われました。

式にLi• .；宇

崎町長をはじ

め関係名が約

70名出席。神

主の悦調奏上

のあと．キ崎

町長がカマ入

れを行い．続

いて参列者一人一人が玉ぐしをささげ．

の無事完成をmりました。
そして寺崎町長から． 「現斤合は..t桁化が
衿しいため． 多様化している行政事務の処

f喧能L.f.~の｛凡ドを余儀なくされ． ひいては．

町民の皆さんに大変な不便をおかけしている

わけです。このf.W：：を打開するため．町民の

皆さんのご理解とご協力のもとに．新i・r令，E主
設の運びとな勺た次第であります。ぷd十に当
た勺てlム、、町1（のための！？合”を第 l義に．

町民の皆様が和JI日しやすい庁合となるよう十

分儲怠しました。新／・）＇合の，建設を機に．ニょ

なく愛する伝達の朝日町［が．さらにいh可欠に

i的ちた勉カあるふるさと勿として発燥するよ

う紋大阪の努力をいたしますりと．決立を込

めたあいさつがあり． 全HのJj械で.r＼を終え

ました。

新T'r~•f'ti. J見拘：の役場から約 1・ut事jの約
26. 000 ·· 1~ J j；叫の敷地に後設するもので．米王手

3 J'J末に完成します。 ま

や；！？舎は．鉄筋コンクリー卜 41；符往て （－ ~ 

[ft¥電気索引ま 51祈）延削償4.800-'lc }j;, 1＼争 番

務系｛ま 1・21；符に集められ．オープシカウン 建

タ－h式になリます。また． 1 I；持には．町民 設
ホールやミニ凶書官官等が設けらtし 町民の皆 ＠

さんが利用しやすいよう配慮．されています。

3月初日に地鎮祭

4階

3階

赤
十
字
の
願
い

平
和
と

幸

せ

の

願

の

vm

織

的
地

小

こ

唱

。

共

t

と

・
内

ん
す
一

さ

で

タ

皆

体

ン

は
団
セ

会

社

値

観

帽
情
帽
情

協

す

町

祉

指

臼

編

目

親

会

を

社

上
町

向

日

社

朝

福
＠
 

き
で
句
に

日
u

常
の
事
業
と
し

て
は
、
亦
十
字

病
院
や
悩
祉
施

設
の
運
営
と
と

も
に
、
ぶ
十
字

講
溜
会
を
聞
く

な
ど
、
地
械
の

実
情
に
合
っ
た

活
動
を
広
〈
行
っ
て
い
ま
す
。

工事

企カマ入れする寺崎町長

‘新庁倉完成僕聖

子tfiiが8号線. !)'! 

が」ヒ｜袷高速道路．

中央が新rt?iとそ
の殺事場。

2階

設
置
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
万

一
の
災
害
時
に
は
、

円

赤

十

字

を

支

え

る

力

U
…
現
地
の
連
給
・
按
路
一
機
能
と
し
て
も

ド
亦
十
？
の
事
業
は
、
必

l
？
の
起
一
備
え
ま
す
。

旨
を
理
解
し
、
支
持
し
て

い
た
だ
く

…
I
l

－
－

皆
さ
ん
の
浄
財
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、

…

h
救
急
法
を
習
い
ま
せ
ん
か

し

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

…
い
ざ
と
い
う
時
、
即
役
立
つ
知
議

実
際
に
は
、
似
年
6
月
に
町
内
会

…
と
技
術
を
、
持
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
で

長
さ
ん
を
通
じ
て
お
願
い
し
て
い
る
…
も
修
得
し
ま
せ
ん
か
。

日
必
募
金
｛奉
納
一愉
社
募
金
に
含
む
）
い

紋

急

法

l
思
わ
ぬ
事
散
や
病
気
の

や
特
別
社
員
及
び
街
功
章
社
員
に
加
一
時
、
と
っ
さ
の
手
当
て
を
す
る
方
法
。

人
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
篤
ぶ
の
社

代
な
ど
で
す
。

こ
の

5
Hは
、
み
十
宇
事
業
の
普

投
と
と
も
に
、
特
別

・
布
功
章
社
員

の
加
入
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

…
円

町

で

の

赤

十

字

活

動

U
…

制
け
町
で
も
、
赤
ト
ア
活
動
を
行

ウ
て
い
ま
す
。

日
本
ぷ
十
字
削
別
臼
町
分
区
は
、
ぶ

十
字
の
地
域
組

織
と
し
て
、
町

社
会
一
愉
祉
協
議

会
で
業
務
を
判

当
し
て
い
ま
す
“

…

I
l

－
－
…
日
ご
ろ
は
地
成
で
献
血
の
後
進
や
、

朝
日
町
分
区

…

「

日

赤

奉

仕

団

の

活

動

し
…
お
年
寄
り
を
中
心
・
と
し
た
友
愛
ボ
ラ

で
は
、
募
金
、
…
ぶ
十
字
の
池
山
放
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま

社
貨
を
お
願
い
一
組
織
と
し
て
、
亦
十
字
奉
仕
聞
が
あ
一
す
。
た
と
、
え
ば
、
独
り
ぐ
ら
し
ゃ
寝

す
る
ほ
か
、
亦
…
リ
ま
す
。
例
日
町
で
も
、
河
名
の
婦
…
た
き
リ
在
人
へ
の
愛
の

一
戸
運
動
、

十
宇
治
刊
行
会
の
…
人
の
方
々
が
団
員
と
し
て
活
動
し
て
…
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
主
人
ホ

l
ム
で
の

開
催
や
、
海
水
…
お
ら
れ
ま
す
。

…
入
裕
介
助
な
ど
、
ぶ
十
字
の
目
指
す

浴
シ
ー
ズ
ン
に

い

ポ
仕
聞
の
皆
さ
ん
は
、
災
害
な
ど
い
人
間
愛
の
実
践
を
滋
め
て
い
ま
す
。

は
、
宮
崎
浜
で
…
非
常
時
に
教
版
活
動
を
さ
れ
る
ほ
か
、

臨
時
数
滋
析
を

家
庭
回
一
れ
凝
法
i
家
庭

の
病
人
や
子
供

・
在
人

の
R
H
必
の
知
減
。

ど
ち
ら
も
2
時
間
ほ

ど
の
笑
技
を
中
心
と
し

た
講
留
会
で
す
。
皆
さ

ん
の
団
体

（締
人
会
、

町
内
会
、
出
処
味
の
会
、

職
場
、
そ
の
他
の
ク
ル

ー
プ）

で
受
溝
希
望
が

あ
れ
ば
、
導
門
の
講
師

を
相
燃
料
で
派
遣
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
n十
め
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

おりがとう
おたたかい必

1
5
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
｜

の
ほ
か
、
風
水
害
な
ど
の
災
得
税
地

で
傷
病
者
や
被
災
者
の
緊
急
教
認
に

当

ゥ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
飢

餓
救
慌
を
は
じ

め
、
発
展
み
一
上
同

の
災
害
対
策
や

船
時
民
媛
助
な
ど

の
活
動
は
、

今

も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

1階
特別・有功輩社員の制度
社員区分 社資（；仔附） t1J.-J, ’~'.'l字表彰

1<'f>Jtj社長iJ1E：芹

銀色 i Jif.lu.:.u・. 
銀色（特別社）
パ ッチ

符号IH土員
陶総市lj門際

特別l社H以内

金色 3 Jj 11! 以 I:.
金色（特別仕）
パ ッチ

陶総裂門限

ヌ袈d己．
銀色 20 Jj 円以．卜 銀色イ·~·I）］ ~~訴

イ1・I）｝ 車
陶総裂門燃

重罪Jじ．
金色 50JjJIJtU・. ~t." 色 tiJ)J 1者

陶器製門傑

＠ 朝 日町善意銀行
( 3月ll日～4月10日）

。道下 と〈名さんより二五の木災害

見舞いとして 2,600円

。善意の箱 （14か所） 39.361円

。上町 中尚徳久さんより．アジア・

アフリカ費量民救済のために

3.858円

と〈名さんよリ

2.000向

。山由奇 とく名さんより 2,000円

。三浦町綾部弘ーさんより．姶得

物報労金を預託 20.000円

。南保~ 勝原嗣it；さんより亡きお
母さんの供養として合典返しの一

部 100.000円

。松i寿町
－
ふ
く
し
の
窓
＠
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’ヒコ

増えてます商品取引きによる被害

不
法
な
コ
ー
ド
レ
ス

電
信
ガ
憎
唱
え
て
ま
す

一
W⑨
 一
w
③
 
mw 
③
 
③
 
⑨
 
③
 
③
 
③
 
W

郵
政
省
で
は
、
従
来
か
ら
を
は
笹
川

ゆ

線
局
の
取
締
り
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

③

ハ
イ
パ
ワ

i
市
民
ラ
ジ
オ
、
ブ
ー
ス

W
タ
l
等
の
違
法
な
設
備
を
取
り
付
け

W
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
に
加
え
、
最
近

③

で
は
、
認
定
品
以
外
の
高
山
カ
の
コ

W
l
ド
レ
ス
型
的
い
か
矧

え
て
い
ま
す
。

樽

不
法
な
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
は
、

⑮

①
通
話
が
、
簡
単
に
ラ
ジ
オ
て
聞
か

③
 
③
 

品
W③
 
bv 
③
 
制③
 
削

れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
通
い
の

吻

絡
密
保
泌
が
で
き
ま
せ
ん
。

動

②
強
力
な
不
法
電
波
が
、
人
命
を
守

W

る
船
舶
無
線
、
航
空
無
線
、
防
災

③

無
線
等
に
防
答
を
与
え
ま
す
。

W
③
不
法
な
コ
ー
ド
レ
ス
屯
訴
を
設
置

mw

x
は
使
用
す
る
と
、
不
法
無
線
局

③

の
開
設
又
は
運
用
と
な
り
、
懲
役

mw

v人
は
納
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

ゆ

免
仲
灯
を
受
け
た
コ
ー
ド
レ
ス
フ
ォ

⑮

ン
及
び
内
動
中
電
話
に
は
、
榔
政
省

⑨

1

1

1

1

1

1

1

 

③

「
1
1』リ
リ
ハ
川
l
l
J

の
発
行
し

③

一

ふ
‘
．

Em／
一

た
免
許
証

③

一
＼
、
．
，

aav／
一

附

一
ヘ
除

、
山
側
一

m
F／
一

州刑いか添
付

百

二
割
輔
副
一ω
虜
凶

ざ
さ
れ
て
い

⑧

二
’
E

同
一

ω
z
a

－－

附

一
一
寓

話

題

一
一

ま
す
。
そ

噺
三

pnu＼
－
一

れ
以
外
は

唱

一

4
a
J
J二
す
べ
て
迎

③

一

／
』
1

・
守

司

③

「

｜

｜

法

で

す

。

づマ

M
a－
－
－

相

d
Z相

《詮

そ

60歳からでも年金はもらえるか？

60裁から老齢年金をもらえるそうですが．

の場合減額されると聞きました。

70歳になったら． もとのi前客員になりますか？

問

5月のけん乙う

バ
ラ
ン
ス
よ
く

健
康
を
つ
く
る
食
生
活

だ
れ
で
も
、
よ
り
健

康
に
と
願
う
気
持
ち
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

そ
の
た
め

に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
生
活
が
大
切
で
す
。

食
物
の
過
不
足
や
偏
り
は
、
急
な

病
状
や
痛
み
が
無
い
た
め
、
自
分
で

は
気
付
か
な
い
で
い
ま
す
が
、
長
い

間
に
は
病
気
の
原
因
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。
成
人
病
の
地
加
や
半
健
康
状

態
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
も
「
供
の
時
か
ら
の
偏

っ
た
食

狩
償
が
原
凶
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
一
一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

聞
で

ωM州
知
の
食
品
を
偏
ら
な
い
よ

う
組
み
合
せ
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
中
年
以
降
の
人
は
、
食
温

は
l
日

mM，
以
内
に
し
ま
し
ょ
う
。

震

の

献

血

協
力
者
名

3
月
実
施
分

境
地
区

水
品
久
美

f
、

水－
M
敏
美

宮
崎
地
区

水
品
品
川
和
、

紀
、
嘉
義
岳
森

笹
川
地
区

小
林
菊
美
、
折
谷
政
明

治
一
区

松
本
久
栄
、
花
関
治
美
、

泊
二
区

長
作
純
子
、
米
田
芳
男
、

ヰ寸
悶
幸
雄
、
上
沢
下
副作
、
氷
山
市
災

世
泊
三
区

例
外
治
之
、
長
谷
宏
、
山
石

闘
世幼
μ
川
、
江
洲
降
、
長
谷
川
市
中
「
、

水
品
永
人

伊十
線
美
由

国民年金の老紛年金の支給開始王手術告は．原則

として65歳になっていますが，本人の希望に

より， 601歳以上.65級未満の間に繰上げて老齢年金を

交けることができます。

この場合の年金紙Ii.65ぷから支給されるはずの

年金制から．線上げ支給を請求したときの年齢に応

じて．それぞれ下記のような割合で減税されますの

繰上げ請求によリi成制された年金は．将来にわた

勺てi域紛され， 65緩や70みになって も満頼の年金に

は改定されません。

なお．繰上げ紛；）（とは反対に. 65厳に達するまで

に．総ードげの消求をして＇ 65l設から70歳までの間の

希望する時から．老命令年金を受けることもできます。

答

バ
ラ
ン
ス
食
と
は

卵
や
牛
乳
は
、
栄
養
が
豊
富
と
い

わ
れ
ま
す
が
、

一
つ
の
食
品
で
私
た

ち
の
必
要
と
す
る
栄
草
食
業
が
す
べ
て

満
た
さ
れ
る
よ
う
な
食
品
は
あ
り
ま

せ
ん
。
食
品
の
数
は
、
日
常
使
わ
れ

て
い
る
も
の
だ
け
で
も
6
0
0
M
m
に

及
ぶ
と
い
わ
れ
、
含
ま
れ
る
川
家
業
4
最

も
千
世
保
万
別
で
す
。
し
た
が

っ
て
献

ぷ
を
作
る
時
は
．
制円
一伎
の
凶時
な
勺
た

食
品
を
数
多
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
食
品
の
成
分
を
広
一に

分
航
し
た

「
6
つ
の
法
礎
食
品
」
が

あ
り
ま
す
が
、
作
部
か
・り
少
な
く
と

も
、
何
日

2
i
3
u
m
M
以
上
を
選
ぴ
、

1
日
に
少
な
く
と
も
初
陣
獄
、
－
遡

米
丘
光

f

五
箇
圧
地
区

永
片
的
俗
、
金
作
え

雅
、
回
中
伸
司
、
長
井
料
、
筑
川

勝
録
、
山
手
由
美
子
、
長
持
保
、

南
保
地
区

大
森
賞
美
子
、
湯
上
谷

三
剛H
夫
、
瀬
戸
博
文
、
谷
川
ド
ホ
ム
朴
位
、

石
原
妙
子
、
川
上
誠

ぺ

北
山
茂

美
、
南
部
利
夫
、
川
上
前
美

山
崎
地
区

桜

一
一続
二
、
安
達
進
、

秋
山
正
美
、
官
弔
問
所
、
れ
リ
仏
間
叩
f

永
口
久
代
、
警
が
敏
線
、
山
本
利

朗．

林
栄
一
、
谷
剛
H

山
中
f
、
災
附

花
山
枕
、
秀
永
析
U

也
、
υ↑
K
冷
正
夫
、

九
出土
幹
夫

大
家
庄
地
区

水
野
市民
紀
チ
、
上
初

六
由
美
、
稲
刻
一博、

米
英
徳
、

土u

出
伸
、
小
川
滝
子
、
広
川
直
樹、

仁川
本

T
代
美
、
金
持
章
雄
、
小
新

堂
二
郎
、
－w
H

図
光
男

（
印
名
）

6話勧ら

100% 

． 

－
く
ら
し
の
情
報
室
＠

ら

私
た
ち
均
年
同
で
は
、
迎
合
婦
人
会
と
の
共
催
で
、

奉
仕
治
動
の

↑
環
と
し
て
山
崎
海
伴

一
新
の
消
揃
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
の

あ
な
た
も
本
仕
的
動
を
通
じ
て
．
環
境
美
化
の
精

神
を
養
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

併
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

．
実
施
日

5
川
初
日

｛
日
｝

－
集
会
時
間
と
場
所

午
前

7
叫
吋
泊
分
役
場
前
阪
市
平
場

な
お
、

当
日
は
治
制
作
業
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

圃
川
茂
官
笠
甥
ん

「
ぼ
く
の
絵
わ
た
し

の
絵
」
展
を
開
催

5
月

8
日
（
水
）

i
U
日

（
川
）

午
前
叩
時
1
午
後
5
時

－
会
場

N
H
K富
山
放
送
局
ロ
ビ
ー

全
国
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
宇
校
の
児
童
、
生
徒
を
対
象
に
聞

か
れ
た

「第
“
回
全
国
教
育
美
術
展
』
の
優
秀
な
作
品
の
中
か
・
旬
、

守
岡
山
県
の
お
友
達
の
作
品
2
1
5
点
を
選
ん
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

－
期
間誌圏

~ I 黒
山部
訓｜高
警｜等
雲！技
:1能
~ I 学
実i校
施 i；力、

ルコ

－
電
気
工
恵

（電
気
工
事
土
予
備
噂
掃
討
）
コ
1
ス

屯
気
工
事
に
関
す
る
基
本
作
業
及
び
応
用
作
業
。

O
日

時

5
月
初
日

（
パ
）
i
M
日

戸余
）
午
後
5
時
品
分

i

o
受
講
料

5
0
0
0
川

－
自
動
車
の
電
気
知
睡
眠
と
安
全
管
理
コ

l
ス

始
動
及
び
充
電
装
置
、
バ

ッ
テ
リ
ー
の
情
泣
と
機
能
及
び
ト
・フ
ブ

ル
N
J・刷、

UK
会

仰
木

hf

d

J

1

1

：
1
’
 

O
日

時

6
リ

l
日

（
土
）

O
受
講
料

2
0
0
0
円

お
問
い
合
せ
、
詳
し
い
内
谷
及
び
受
必
の
申
し
込
み
は
、

等
技
能
学
校

（
宮
臼
1
0
2
5
1
｝
へ
ω

製
部
高

e
3
リ

ι
川口

｛
日
）
午
前
9
時

i

画
沖
凍
冷
凍
崎
川
ら

社
交
ダ
ン
ス
教
室
の
受
講
生
募
集

－
開
校
予
定

5
川
中
旬

－
会

場

制
祉
セ
ン
タ
ー

－
対

象

削内

K
年
紛
を
問
わ
ず

歓
迎
）

・
回

数

迎

l
M
で

m
M
コ
l
ス

（午
筏
7
時
加
分

t
q・時
・

・
受
講
料

無
料

（
た
だ
し
参
加
代
と
し
て
l
人
5
0
0
川
）

－
申
し
込
み

朝
日
町
教
行
を
は
九
五

（
宮
山
ol
－
－

0
4
｝
へ

一

・
締
め
切
り

4
月
末
日
（本
“
お
れ
に
な
リ
次
第
締
め
切
り
ま
す
」

一

（特
に
小
山
年
齢
即

初
心
計
は
大

行政相談相談室川

このような苦情や要望はすぐ相談を

・は相談 （申しtH)o はその抗出 （改善）
・ 駅に 91JJ鮮が到務する 2 分 1iij に パスカ•，駅前を発

車しており．不似である。

改善してもらいたい。

。現地確認したところ＇ 11~ し I ll どJづりであっ たの

てスパス会社に事態を連絡し．改善を袋請した結

＊・パスダイヤ改正時，..：，列車の到」{I時主ljに｛：－わ

せたl攻F与が凶られた。
相談はすべて絡衝であリ．無料です。公約に相談

してください。

〔行政相談日〕定j91J

0 毎月第 l・第3火桜日 （午後 l時～ 4時）

0 場所朝日町悩祉センター （ft83-0576) 

0行政相談u }JU磁八郎 i(J243 （東下町）宮82一
2063 自宅でも相談を受けています。電話も可3

－
昭
和
印
年

5
月
号
。F

o
r
D
Q
d
 



朝
日
町
体
育
協
会
の

ω年
度
役
員
及
び

事
業
計
画
が
決
る

役

員

会

長

副

会

長

山水中級水谷村広備深鹿

図烏陳 I也 t~ 松熊

理

事

長

副
理
必
長

口図

民J..... 

事

エ主正

正
（
山
崎
）

実

（

笹

川

）

実
（
泊
三
区）

誼
（
大
家
庄
）

朗

（
泊
二
区
）

由

（山

崎

）

友

（

鳴

）

雄

（

南

保

）

燃

｛治
二
区
）

繍

（

岐

｝

春

（五
箇
庄
｝

充 一 勝鏑敏

参次優
昭
和
的
年
度
総
合
優
勝

勝

大

家

庄
地
区

勝
五
筒
庄
地
区

勝

泊

二
区
地
区

業

卦
則

画

3月17日～4月18日
延べ1.457.75平方：；；の鉄筋コンクリー
ト造 l棟で＼ 1階はゆ：l率． 2階から 4

陪Ii9戸分の住宅となっています。

なお．この建設費用は．国民年金の

還元級資によるものです．

級長の水島文子・さんなどの実践事例発

表のほか．映画や~械があ札参加者

一同．盟かな心をr;てる活動の軍事要性
を再認議した僚子－でした。

4月18日
泊病院に全身用CT 
泊病院に．最新式の全身用CT（全

身用コンビューター断層徴彩袋訟）が．

国民年金還元級資により設置されまし

これにより. ~Jt密閉重~Vi. 目前出泊L，脳

動脈硬化．心臓疾患などの診断に役立

つものと期待されます。

3月31日
泊病院の医師住宅兜成

V待望の全身CT
Fτ 

...新績怠つだ医師住宅

かねてから建股していました．泊

病院の医師住宅が完成し．この日から

医師が入屑・しました。

これまでの医師住宅は.mt話が者し
ししかも手狭なために建設したもの

で．これにより． 医師の縫傑と定着化

及び診療科目の充実が図られます。

主主訟総事業ftは.1{!6,586万6子同．

企「1・tt怠邸宅E育てる鍵進大会」会渇
3月24日
「.かな心を育てる推進大会」

この日．福祉センターで．学校，社

会教育関係者をはじめ約 150人が参加

し．「盟かな心を育てる推進大会」が開

｛桜されました。

この大会は．昭和59・60年度の2年

間．文部省の 「皇かな心を育てるOfti策

推進モデル市町村」の指定を受けて実

施した事業の中開発表と60年度事業の

さらなる後進を図るために行われたも

のです。

大会でIi.ヤングフェスティパル実

行委貝長の白井さんや高齢者教室副学

"' 

一

町関係の受賞者：ま次のとお・ I)

米作改良選賞

。倒人の部

米作り優良生産者 金井俊男

米作改良推進緩良指噂者 水野森雄

。団体の部

坊と作改良優良生産団体

草野生産組合

農S院選賞
。｛間人の部

大豆荒尾一雄

0 ·~聞の部

大豆 三枚矯転作受託組合

ti作優良集団 下山新生産組合

集落嘗.選貧

。地h訟の都

大家庄J也滅営農推進協議会

。集落の部

泌尿生産組合

3月20日
金井俊男氏量農林水産大臣賞に

この日．県AltXli

会館で「富山県む

らぐるみ農業推進

大会」が開催され．

席上.59年度の「米

作改良選賞」 「農

業選賞J r集洛営

S豊選1t」め表彩式が行われ．金井俊男
氏がみごと農林水産大臣賞の栄にま撃さ

ました。

金井さんは．米づくり優良生産者と

して．特に准きゅうneを役人するなど．
土づくりによる安定した稲作が評価さ

れたものです。ご本人は．畜産農家で

もあり， fj制Eを土獲還元しただけJ

と言っておられますが， f土づくリJ

Ii今後の農業を推進するうえの基本と

もいえます．

なお．

です。

企金持俊男氏

｛努鍋折下
藤島 戸沢

良
雄

（泊
二
区
）

仁
作

（五
簡
庄
）

信
一
（
山

崎

）

政
博

（大
家
庄
）

更成 績 木河広広初~
回熊谷村内川田図島

利
夫

｛泊
三
区）

隆

（山

崎

）

敏
男
（
五
箇
庄
）

良

昭

（

境

）

啓
（
宮
崎
）

信
嗣
（
泊
二
区
）

一
雄
（
泊
二
区
）

智
明
（
山

崎）

繁
雄
（
泊
三
区）

企..野歩道は手を』こげて・．．
全員「jIーイJ

｜合同の同紙｜

新入学児を対象に交通安全

4月5日．町内各小学校て’入学

式が行われましたが．南｛袋小学校

姪谷分校では．入学式を終えたば

かりの新入生を対象に•r交通安全

教室」を聞きま した。

まず．校舎玄関前で新一年生と

付き添いの母線を前に．入4警官fl災
者朝日派出所的尾崎浴巡貨と人

普讐祭箸の舟子正恵婦響をよ構師に．

登下校時の注意や正しい償断歩道

のj度リ方を迎いました。

そのあと．学校前の横断歩道で

一人一人が実践しました。舟子婦

警の「左右安全確認をしっかりと

しましょう。右手を高〈上げて漉

りましょう」と．見本を示しなが

らの説明に． r，、ーイJ と元気な

；附約束し針（ 7い繰
り返して行い． しっかりと身に付

けた様子でした．

p
u
p
o
n
U
 

－
ま
ち
の
う
ご
き
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境

西
三
浦
町

本

町
清

水

町

西

町

中

草

野

日

東

町

桜

町

草

野

辻

岩

崎

小

夜

池

小

在

池

下

山

新

＠の
v
s
φ
mw包

水
島
保
弘
長
男
手
哲

大
村
浩
長
女
紗
百
合

松
岡
修
司

二
男

撲

介

寺

問

仁

長

男

冬

樹

竹

内

進

二
女

遥

子

飯

間

稔

長

女

美

穂

荒
木
浩
長
女
家
失
子

南
茂
志
辰
二
男
宏
事
苧

広
国
益
雄
二
男
晋
宏

安
達
義
信

三

男

和

博

九
里
正
直
恵
長
女
香
澄

七
海
英
次
二
女
智
恵
美

住
吉
敏
総
二
女
恵
美

a
h
a＠
川百
億

－
宮

崎
山

王

・
笹

川

笹

川

・
本

町
入

警

町

・
上

町

上

町

・
東

ぶ

野

宮

崎

県

・
松

涛

町

舟

川

新

・
若

草

町

若

草

町

・
中

草

野

入

善

町

・
荒
川
三
丁
目

石

川

県

－
荒
川
五
丁
目

組

ケ

任

－
官

同

畠

下

野

・
長

野

長

野

・
羽

入

入

善

町

・
大

家

庄

入

普

町

・
柳

悶
氷

見

市

・
検

水
入

善

町

・
仰

向

国

氷

見

市

石坪長坂高臼 勝勝 山荒泰佐尾尾上 小 h組織水長
谷

j度坂川東 S絵本周囲崎尾田 i度崎崎島川内内野津

中 古 i~~ 加原坂伊弓高谷近近右越

富 ti圭 節修浩 さ笑雑音真 邑 智伊き道
美 ゆ 佐み
恵司子 徹 子 二 美功り 憲 子賞理悟代亨 子 男 子 義

藤藤井間

兵銀 ft弘ひ秀し善業良泰勝
余との

チ t~ ~J 行子文み二、ぶ計子治子｛愛

話事本米土 t反勝浜吉平野井殿上水池悔土村谷扇大

困問丘井 S藤原、図井野島口村沢島原沢居上中谷平

沢田本納回日林野浜
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～

／
／
人
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／
／
川

／
／
ル

／
／
／

念
A
F

一国
一
事

一圃
・
一
5
月
ロ
日
町
民
軟
式
庭
球
大
会

一圃
・
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町への寄附
3月I18-4月10日

－ f辺倒Jの t'i· ~－.： H・1－：さんから． /i.附Ji：小
，γ：校へ.I.次j基本川，，1,j十11itJL(5 Ji川相当）
の前!ffヵfムリました。

• ltif反小’γ：絞教fl{h~ 興会さんから . Jti 
I~小’下校へ．十Jr I) たたみ柿r.t再開抑i
(214.000円相当）の寄附がありま した。

－V4
川
6
H
か
ら
同
日
ま
で
の
凶
日

問
、
作
のか下
・川
ぃ
父
泊
安
全
逓
動
が
実

胞
ざ
れ
、
と
あ
る
日
の
削
山
崩
れ
し
・
父

泊
安
全
制
・凶
桁
停
に

ιら
ま
し
た
b

v品
川
州
桁
存
に
良

勺
て
悠
じ
た
・
」
介
、

小
川
子
生
は
、
ほ
と
ん
ど
が
、
「
討
は
ょ

う
ご
玄

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
っ
す
る

の
に
、
小
川f
小
い
は
半
分
ぐ
ら
い
、
し
い川

校
ゃ
に
な
る
と
ゼ
ロ
に
近
く、

一
仙

の
人
で
も
制
見
知
り
の
人
ぐ
ら
い
旬

V
制
見
知
り
で
な
く
て
も
、
あ

い
さ

っ
さ
れ
れ
ば
気
持
ち
が
い
い
も
の
。

皆
さ
ん

一
人

一
人
の

「
お
は
よ
・
7
」

の
あ
い
さ
つ
で
、
川
る
い
町
づ
く
リ

を
。
V
広
鍬
あ
さ
ひ

5
川
号
を
お
川

け
し
ま
す
ω

．発行／朝日町役場 tr;93907富山県下新川郡朝日町沼保8105電話 0765@-I 100 広報省宇 L


